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概要   

近年の急激な情報環境の変化は、大学図書館にディジタル図番舘への移行という課題を投げかけている。  

本論では、デ・モントフォート大学図書館（英国）とテイルブルグ大学図書館（オランダ）におけるディ  

ジタル図書館の開発の現状と、次いでそれらが活用した研究助成基金の状況を紹介し、両国の高等教育に  

おけるディジタル図書館の動向を報告する。またこれを踏まえて、わが国の大学図書館がディジタル図書  

館の実現に向かってどのように対処すべきかについて考察する。  
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MontfortUniversityLibrary（UK）andTilburgUniversityLibrary（TheNe七herlands）．Ⅰ七alsodiscusses  

theresear血grantsreceivedfortheseprojec七s・Additionalconsidera七iononhowJapaneseuniversity  
librarieswillla11nChtheirdigitallibrariesisalsoinclllded．  

Keywords   

Digi七alLibrary，UniversityLibrary，UnitedKingdom，TheNetherlands，EuropeanUnion，ReseachGran七s，  

On－DemandPublishing，IntegratedInterface  

19   



1．はじめに   

近年急激な情報環境の変化が、大学図書館に大きな衝撃を与えている。その第1は、学術情報の爆発的な  
増大による衝撃である。これに射し、図書館界ではどんな巨大な図書館であっても1館で個別に対応でき  
ないとの認識のもとに、80年代以降図昏館間相互貸借（ILL）システムを立ち上げ、また図書館の運営指  
針としては「所蔵よりもアクセス」という「パラダイム変換」を受け入れた。  

学術情報の量的増加が走者し基調的趨勢となって、第2の変化が出来した。昨今の情報ディジタル化と情  

報ネットワークの急速な進展である。現在この衝撃は、学術情報の生産・流通を更に加速させつつ、情報  
媒体の代替やネットワークによる情報流通経路の改変などをひき起こし、新たな対応を図書館に迫ってい  
る。こうした影響を直に受ける図書館ではここ数年のうちに、従来の資料提供を中心としたサービス方式  
を次代の方式に転換せざるを得ないであろう。しかし早いか遅いかの違いはあれ、この変化は全体に行き  

わたるものであって、いずれはどの図書館にとっても新しい進展への対処が必要となる。  

今やこのような状況への理解がしだいに図書館界に広がり、ディジタル図書館の議論が多くの関心を集め  

るようになった。新しい地平を拓くものとしての期待である。しかし、これまでのところディジタル図書  
館の議論は、技術的な展開予測が先行しがちであり、また多岐にわたっていることもあって、そのあるべ  
き姿を確認することは、必ずしも容易ではない。そこで本論では、欧州のディジタル図書館の二つの先行  

事例を把達し、またどのような課題に研究助成基金が付与されているかを紹介する。それを踏まえてわが  
国におけるディジタル図書館の実現性などについて考えてみる。特に、ディジタル図曹館の議論は図書館  

の役割を問い直しつつ、行うべきだという論点を捷起する。   

2．デ曽モントフォート大学（DeMon七fortUniversity）における研究開発  

デ・モントフォート大学は、1992年の学制の改革によって、レスター・ポリテクニック（LeicesterPolyteclmic）  

を中心として設立された新設大学である。応用諸科学や人文・社会科学分野にわたる総合大学で、英国に  
は珍しい数都市にまたがるマルチ・キャンパス大学（現在はLeicester、MiltonⅨeynes、LincolIl、Bedford  

に8キャンパス）である。これまで積極的な大学運営により、当初8β00人であった学生数を現在の26，000  
人と急成長させており、今後10キャンパス、学生数56，000人にまで拡張する計画がある。  

図書館は、旧計算機センターやメディア・センターなどと合併して、I）ivisionofLeamingDevelopmentと  
いう名称の組織となった。いわゆる「組織的コンバージェンス」である。この組織は、LibraryandNe七work  

Service、MediaandInforma七ionTeclm0logy、StaffDevelopmentandResourcesという部門で構成され  
ていて、次のような研究開発プロジェクトが常時いくつか平行し、多角的にディジタル図書館の研究開発  
を行っている。  

ELISE（Elec七ronicLibraryImageServiceforEurope）  

ELINOR（ElectronicLibraryIN缶rmationOnlineRetrieval）  

ELSA（Elec七ronicLibrarySGMLApplica・七ions）   

E五ⅤIS（ElectronicLibraryforVisual1yImpairedStudentsProject）  

Phoenix：OnI）emandPublishingintheElectronicLibrariesProgramme  

SEDI（S七undardElec七ronicDocumen七In七erchange，uSingSGMLandDSSSLLi七es）  

LibraryPerfomanceIndicatorsandLibraryManagementModel  

MISTREL（MangagementInfomationSoftwareTbol－ResearchinLibaraies）  
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プロジェクトをおおざっぱに腑分けしてみると、いくつかのグルーピングができる。例えば、蓄積される  

情報の形式からみれば、画像として扱うプロジェクトがあり、SGMI」を扱っているものもある。また主題  

の観点からは、人文科学や芸術分野のもの、情報システム分野のもの、あるいは分野横断的なプロジェク  

トなどさまざまである。また、いくつかのプロジェクトは研究者向けではあるが、教育活動を支援するた  

めのものにもカを入れている。さらに、ディジタル図書館の個別サービスの開発と並んで、その経営ため  

の情報システムの研究開発をめざしているものもある。  

一方、いくつかの継続的、関連的なプロジェクトの設定も目を引く。その中の一つに乱INOR及びPb。eni又  

という組合せがある。ELIⅣORは、英国において最も早くから取り組まれたデイタル図昏館プロジェクト  

の一つであり、すでにその当初の計画は終了し、次のフェーズに入っている。Pboen反の方は着手された  

ばかりのものである。  

この二つは、いずれもディジタル図書館のオン・デマンド・パブリッシング機能により、学生の教育用テキ  

ストを提供するというシステムである。他の機関との協力による共同開発でもある点も類似している。違  

いは、情報アクセスの仕掛けである。この点に関して、PbeonixはOPACとのつながりを想定しており、  

その際どのような問題を引き起こすか、そしてどのように決着がつけられるかなど点は実務的に興味深い。  

またELINOR成果（ディジタル図書館プロトタイプ、著作権管理、利用性調査など）も、ディジタル図書  

館の基本的な機能コンポーネントとして今後の展開が注目される。  

3．テイルブルグ大学（KatholikeUniverisiteitBrabant）におけるインテグレート・  

ディスクトップ   

テイルブルグ大学は、オランダ南部のテイルブルグに1927年に創立された、人文・社会科学分野の、学  

生数が現在10，000人の中規模大学である（今後拡張の予定）。図書館は計算機センターとは別組織である  

が、1989年の図書館の基本計画以来密接な協力関係を保ち、これまで大学のキャンパス・ネットワークの  

推進パートナーとなってきた。ディジタル図書館の活動は、両者の「運用的なコンバージェンス」の成果  

である。  

デイルブルグ大学を一躍有名にしたのは、図書館のサービスエリアの姿を一変させたインテグレーティド・  

ディスクトップ（PC）である。図書館利用者は、従来型のサービスとともに、このPCを使ってさまざま  

な情報の探索や入手が可能であるだけでなく、さらにそれに仕組まれたワープロや表計算ソフト、あるい  

はメール機能などを活用することもできる。インテグレーティド・ディスクトップにより享受できる図書  

館サービスが大幅に拡大された、いいかえれば図吾館が提供する学習、研究支援機能は一挙に高められた  

といってよい。  

インテグーレティド・ディスクトップにとりまとめられる情報サービスの統合は、情報のディジタル化に  

よる成果の一つではあるが、ここでの経験は、単なるインタフェース技術の開発成果というより、次に示  

すそれぞれのプロジェクトの設計の中で指向されたものであり、テイルブルグ大学の囲曹館システムの基  

本思想である。また、この点にはヒューマン・インタフェースへの強い関心もからんでいるようである。  

1）論文目録データベースの作成  

2）画像プロジェクト（ELISE）  

3）電子的ドキュメント・デリバリー（RAPDOC）  

4）電子出版物の導入（CAPCASとDECOMATE）  

5）GREYFmES  

6）ARIADNE  
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4．EUと英国におけるディジタル図書館の研究助成   

デ・モントフォート大学とテイルブルグ大学の双方ともに、研究助成金を外部から獲得して、ディジタル  

図書館の研究開発を行っている。この資金により図書館等が、新しい械器やソフトウェアだけでなく人材  

なども確保して研究を実施する。また、その成果は公表されて、あるいは製品として商品化されて、他の  

機関も利用できるシステムである。  

両大学がともに得ている研究助成は、EUのDGXIII／E－3が担当しているTblematicsforLibraries計画で  

ある。この計画には、すでに1991年から1994年までの間に2千5百万エキュが投入され、今年からは新  

に次のような3系列（12課題）のプログラムを設定し、プロジェクトが選定された。ネットワークがらみ  

のものに限定しているのが今回の特徴である。  

A系：ネットワーク指向の図書館システム（ローカルネットワークにおける図書館システムのため  

の統合ツールとインタフェース、図番館資料のディジタル化のツール・方法並びにその利用、電子的環境  

における図書館サービス運営のためのツールの開発とテスト）  

B系：図書館間接続サービスのための情報通倍アプリケーション（複数国書館のサービス機能接続・  

統合アプリケーションの作成とテスト囲昏館間ネットワーク資源とサービスへのエンド・ユーザーアクセ  

ス機能、図書館資料の収集・提供のための横能、分散型図書館とその利用者サービスのモデルとシナリオ）  

C系：ネットワーク情報資源へのアクセスのための図書館サービス（資源探索のための利用者サー  

ビス、ネットワーク情報資源への図書館仲介アクセスサービスのテスト法、ネットワーク情報資源の利用  

ツール、ネットワーク情報資源と図書館の資源を統合的にアクセスする利用者アプリケーション、遠隔学  

習と図書館サービスの統合）  

次の表土は、これまでのEUにより研究助成を受けて行われているディジタル図書館のプロジェクトー覧  

である。中間にデ・モントフォートとテイルブルグ大学との共同研究であるE工JISE、またそれぞれ別の機  

関との共同研究であるELSAやMINSTREIJ、それにDECOMATEがある。  

英国の図書館向け研究助成としては英国図書館研究開発部のもの（EI」INORもこの研究助成を受けてい  

る）がつとに知られているが、大学図書館のディジタル図書館の研究開発について新たな助成基金が出現  

している（ただし時限つき）。1993年12月に出された「フォレットレポート」（英国高等教育財政審議  

組織（JointFhndingCounCil）のBraianFblle七卿を委員長とする図書館問題検討グループによる、大学  

等の図書館・情報施設に関する報告）に盛られた勧告に基づき、ディジタル図昏館に関する計画を具体化  

するために、JISC（JointInformationSystemsCommi七tee、これも高等教育財政審諌組織にある委員会）  

に対して、2年間で1千2百万ポンドの予算が措置され、Elec七ronicLibrariesPrograme：eLibプログラ  

ムの設定とそれを管理していくための常置委員会FIGIT（FblletlmplementationGroup払rInforma七ion  

恥cbnology）設置されたのである。  

これに沿ってFIGITは、直ちに六つの部門からなるeLibの行動計画を発表した。現在応募のあった350  

の計画の中から次のような35のプロジェクトに助成を与えている。  

第1部門：電子的ドキュメント及び論文のデリバリー  

ElectronicI）ocumentDelivery－TheIntegratedSolu七ion（EDDIS）／Univ．ofEastAnglia．  

SharingofEducationalResourcesinanElectronicNetworkinWales（SEREN）／Univ．ofWales・  

Electronic】〕ocumentDeliveryinLondonandManCeSter／Univ・College，London・   

InfoBike／Univ．ofBath・  

第2部門：電子ジャーナル  

TheCLICproject／lmperialCollege．  
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表1：“TblematicsforLibraries”のプロジェクト一覧  
Alterna七ivesforInternationalDoclユnentAvai1a．biuty  

AccesstoRemoteCataloguesbyImplementingSRT如getFbnctions  
Be七terAccesstoManuscriptsandBrowslngImages  
Librarieswitho11tWalls：thedehveryofLibraryServicestoDistantUsers  

BibliographicTextsCompositionalAnalysis  

A11tOmatedInforma．tionFilteringandPro丘1ing  

Ca・talogueMultilingualNaturalLanguageAccess／Ling11isticServer  

Compu七erAccesst．oNotationandTextinMusicLibraries  

LibraryServiceInterfaceTooISet  

NationalLibrariesproject・OnCD－ROM  
ImplementingBillingSystemforOpenAccessNetworkedInformation  

Doc－1mentandLibraryIntegration  

DecisionSupportModelsforDSS  

DecisionMakinginLibraries  

DeliveryofCopyrightMaterialstoEnd－uSerS  

EuropeanBooksinPrint  

ElectronicDoc11mentInterchangebetweenLibraries  

ElectronicDocumentInterchangeforLibrariesandBooksellersinEurope  

End－uSerCoursesinInfbrmationAccessthroughCommunicationTechnology  

Elec七ronicLibraryImageServiceforEurope  
ElectronicLibra．rySGMLApphcations  

EvaluationandQ11alityinLibraryPerfbrmanceSyst・emS  
Europea皿InitiativeinLibraryandInhrmationinAerospace  
E11rOPeanSR－Z39．50Gateway  

ExpansionofEuropeanLibrarySystemsfortheVisual1yDisadvantaged  

AutomatedProofrreadingandFbrmatting：OCR／I  
FastDoclユmentOrderingandDocumentDelivery  
InvestigationintoGreekLanguagenanSuterationProblems  

HeraldicImagesStoringApplications  

HypertextInterhcestoLibraryInformationSystems  

BibliographicRecordsandImages‥aCD－ROMofIncunabubaEdi七ions  
Applying恥1ematicTeclmoIogiestoImprovePut揖cAccesstoA11dioArchives  
LibraryInforma．tionEnqlllryandRefbrralNetwork  

MechanismofAutoma七icComparisonofCD－ROMAnswerswithOPACs  
Managemen七InformationSoftwareTbol－ResearchinLibraries  
ExtendingEuropeanInfor皿a七ionAccessthroughMobileLibraries  
MARCOpticalRecognition  

MultimediaRemo七eInteractive ElectronicDocllmentS  
Multimedia．RemoteIn七eractive ElectronicDocuments  

ObjectOrientedLibrarianUserInterfaceTbol  

OPACNetworkinEurope  

SRTargetDevelopmentasaParagonforCatalogueSystems  

PubhcLibrariesandIndependentLearners  

ResidentialAccesstoInforma七ionviaEverydayTelecomm11nicationsTooIs  
RapidInformationandDocumentDeliveryinLibraryEnvironmen七s  
SystemforElectronicSuppor七ofAcademicMaterial  
ProvisionofSelfServiceFacilitiesforLibraryVisitors  

SROriginCommunicationXernel  

SpeedyRetrievalofInformationontheTelephone  

AdvancedTboIsforAccesslngLibraryCatalogues  

User－COntrOlled GenericMARC Converter  

Vis11alArtsNetworkfbrtheExchangeofCulturalKnowiedge  

AIDA  

ARCA  

BAMBI  

BIBDEL  

BIBLIOTECA  

BORGES  

CANAL／LS  

CANTATE  

CASELIBRARY  

CDBIB  

COPINET  

DALI  

DECIDE  

DECIMAL  

DECOMATE  

EBP  

EDIL  

EDILIBE II 

EDUCATE  

ELISE  

ELSA  

EQI」IPSE  

EURILIA  

EUROPAGATE  

EXLIB  

FACIT  

FASTDOC  

HEIEN  

HISTORIA  

HYPERLIB  

INCIPIT  

JUXE－BOX  

LIRN  

MECANO  

MINSTREL  

MOBILE  

MORE  

M‘UMIノIB  

MURIEL  

OIJtJIT  

ONE  

PARAGON  

PLAIL  

REACTIVE TELECOM  

RIDDLE  

SESAM  

SELF  

SOCKER  

SPRINTEL  

TRANSIJIB  

UseMARCON  

VANEYCK  
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Interne七Archaeology：  

aninterna七ionalelectronicjournalforarchaeology／Council永）Brit＄ChArchaeology・  

TheSuperJournalsproject／Nature・  

ElectronicSeminarsinHistorya．ndReviewsinHistroy／Inst・HistricalResarch・  

TheInteractiveElectronicMagazine／LondonGuildhal1Univ・  

Anelectronicjoumalforlaw：journalinlegalinforma七ics／WarwidklJniv・  

Anopenjournalframework：  

Theintegrationofelectronicjo11rnalswithnetworkedinformationresources  

／So山九amp七ontTniv・  

SociologicalResearchOnline／BritishSociologicalAssocia七ion・  

ElectronicsupportforScholarlyCommunica七ion／lmpericalCollege・  

LearnedSocietiesSupportService／AssociationofLearnedandProfessionalSocietyPublishers・  

第3部門：ディジタル化   

InternetLibraryofEarlyJournal＄／0ⅩfordUnv・   

I）eigitisationofjournalsinDesignandtheAppliedArts／LondonInstitute・  

第4部門：オン・デマンド・バブリシング  

表2を参照  

第5部門：訓練・報知  

Educa．tionalDevelopmentforHigherEducationLibraryStaff／HullUniv・  

NetworkSkillsTrainingforUsersoftheElec七ronicLibrary（Netskills）／NewcastleUniv・  

nansferofNetwrokInformationSkill／Univ．ofCen七ralEngland・  

NetworkedLearnerSpport／Univ・OfShe伍eld・  

Ariadne／Univ・OfAbertaryDundee・  

第6部門：ネットワーク情報資源へのアクセス   

IHR－Info／Inst．His七0ricalResearch・  

Ar七，Design，Archi七ecture，Mediainforma．七iongateway（AI）AM）  

／TheSurreyInsti七uteofArtandDesign・  

OrgainisingMedicalNetworkedInforInation（OMNI）／Inst．払rMedicalResearch．  

SocialScienceInfbrmationGateway（SOSIG）／Univ・OfBristol・  

ResourceOrganisationAndDiscoveryinSubject－basedservices（ROADS）／Univ・OfBristol・  

Edingb11rghEngneeringVirtualLibrary（EEVL）／HeriotⅥねセセUniv．  

Con丑ictStudiesServer／Univ・OfUIster．  

第7部門：支援研究  

Fbcusedinvesitigationofdocumentdeliveryoptions／LoughboroughUniv．ofTbclmology．   

情報の作成・蓄積という観点でみれば、第2部門と第3菩肝ヨがあり、情報の提供は、第1部門と第4部  

門と、一部第6部門が関連する。教育訓練は第5、そして支援研究としての第7部門である。実際的な問題  
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に力点が置かれており。電子ジャーナルの部門に学協会の参加が目立つほかは、大方図書館のプロジェク  

トである。このうち第4部門ののオン・デマンド・パブリッシングとは、ドキュメント・デリバリーと一  

緒にくくったように、この場合出版における仕掛けではなくて、利用度の大変高い教育用テキストを、同  

時に多数の学生に捷供するためのものである。Pboenixを含めて、表2に掲載されたプロジェクトが展開  

されている。高等教育の環境、あるいはあり方にが問われている状況にあって、新しい図書館の支援機能  

が求められているのである。  

5．ディジタル図書館の設計 － ぁわりに   

ディジタル図書館を実現しつつある英国及びオランダでの大学図書館を概観し、改めてその設計、開発状  

況を検討してみると、次ような点がわが国の大学図書館の状況と大きく異なっていることが見て取りれる。  

これらは、ディジタル図書館の設計・開発過程で鍵となる、あるいは基盤的な意味を持つものである。  

1）経営計画  

大学の当面する課題（大学の拡張、教育研究の質の向上、情報関連施設の連携）をとらえ、今後にお  

ける図昏館の役割について明確に提示した将来計画、年次事業計画を策定する。この計画について、大学  

内外の関連組織の積極的な理解や支援を得るよう働きかけを行う。なお、計画立案にあたっては、利用者  

側の意見の聴取は重要なステップとなる。ディジタル図書館はこの計画の基本戟略である。  

2）研究開発課題  

従来のシステムでは、環境変化の衝撃は乗り切れないという認識のもとに、新たなシステムの開発に  

着手する。研究開発課題は、新技術などの外部資源の導入により、実際的な問題．解決を図り、図書館に期  

待される機能を充実するものである。ディジタル図曹館は現状打開の解法であり、新しい可能性を図書館  

に付与するシステムでもある。  

3）共同研究開発  

これには二つの面がある。一つは図書館同士の共同であり、もう一つは異業種間の共同である。どち  

らも行われており、特に新しい問題については、異業種（コンピュータ産業、出版産業）との共同研究開  

発が有効である。また、学内の研究者も参加もある。  

4）研究助成基金  

新しい分野に予算を措置することは通常困難な場合が多い。したがってほとんどのプロジェクトは、  

外部の資金により研究開発を行う。特にディジタル図書館振興のための助成基金は、各園啓館のディジタ  

ル図書館の取り組みを促進する効果がある。  

5）人的資源経営   

研究開発要点や新しいシステムへの移行など、これまでになく人材の確保・育成が大きな間邁となっ  

ている。これはいわゆる人事管理の範囲内の事項（定常的な研修など）ではなく、ディジタル図書館に必要  

な人的資源を育成する問題である。デ・モントフォート大学では、観織替えにあたってS七a茸Developmen七  

andResourcesという部署を設置し、職眉のキャリア・アップを支援している。またテイルブルグ大学にお  

いては各種の資格の獲得などの支援を行い、従来の二分され隔絶した職長構成を、連続傾斜塑に変えた。  

わが国における大学図書館における組織のあり方や図書館員の位置づけなどが根本的に異なるために、こ  

れらの点のうちでいくつかは制度的に実行しにくいものだったり、重要ではあるが中長期的展望で対応し  

ていかねぼならない問題もある。しかしながら、1）や2）の点は、基本的には制度的な障碍もなく、早  

急に対応できる課題である。まずは、明確に方向づけられた計画が求められているのである。また、その  

内容は、求められている役割をディジタル図書館がどのように展開するかである。したがって、図書館の  
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表2：FIGIT電子図書館プログラム（eLIB）－ オン・デマンド・パブリッシング  

ProgrammoÅreaJ   LeadInstitution   Brlo†Desc再Ption  

T掴eof  Contact   Phone〝ax／ema   

proi08t  
OnDomandPubIishing  

TheSecureStudentAcces＄Prqject  No性inghamTrentUniversi吋   Toimprove鵬avaiIab岬Ofrecommendedreadingto  
Studentsbydevelop）ngandpromotingsimp（e，neXible  

lic即Sl咽am咽ementSbrmuほ匝Slud即taCC¢∬tO  

mateHals＄tOred由Ct「Oni0011y   

Mr＄LizLin¢S  Phone：0115g418418   
ねx：01159415380   

emai［：uB3uNESE＠nottingham・trent．aC．uk   

輌¢トhs触ぬna】Ne加Orkin90f  U血ersiりOfEa＄tLondon   Adomon＄tratOrPrqjectforthedeliv叩Ofon・d即1and   

Leaml咽Mate南Is  Pub（ishingtoHEstudentsand＄ta仔Whichnl？kBSU＄eOf  

mateぬl＄PrOducedbytheOpenLearnfngFoundatjon  

AnnoKropholl8r  Phone：01815907722  
ねX：018184935鋸   

emai］：A．Kropho11er＠ue］．ac．uk   

P呵ectPhoenix：OnDenand   SouthBankUniv椚吋   Apqjectconcemedw肋theimplementationofe［ectronic   

Pub）ishingintheEJectronicLibrari8S  StOrageandp血ttechniquestosupplytexttostudents  

Pro9「amme  

Ca飢erineHurst  Phon8：01718157鋸4  

ねX：017181568g9  

emaiI：litc＠vax．sbu．ac．uk   

OnDemandPublishingin軌e   uv叩00‡」ohnM∞「eS〕血耶叫  
Humanitjes  飢eSchoo］ofMedia，CritiGalandCr8ativeA血  

P川ほyk8S   Phono：0151231ユ147  
ねX：01517071307   

8ma批P．＄YKES＠Iiv叩001」ohn・m00帽S．8C．uk   

Sco鵬hOnDemandPubIishing  剖rIingUniversi吋   Aprqjecttobuildane］ectronicresourcebanko†aniclesand   

むt叩「is¢（SCOPE）  bookchaptersinkeyarea＄tOdemonstrat8COPy旬ht  
C［earanceandlogisticalissuesofcoursereaderpublishing  
andon伽e＼砲W旧9  

MrsCarolynRowI雨On  Phone：01786467228  
ねX：01786466866   

ema‖：Cagrl＠＄肘晦ac．uk   

EIectronicR8adi咽SinManagem¢nt  Univ8rSiyofOxford，Templeton  AprqecttoprovidereadingmateriaLsinelectronic．formtoa   

Studi鈷 （ERIMS）   Colleg¢   CrO＄＄S8Cぬno†∪紺Sinmana9ementStudies  

DrG卓出Is旭i  Phone：01885735422  
fax：018（汚736374  

enla＝：［SLEしG＠temp］eton．oxford．ac．uk   

EUROTEXT－ACollabo「a伽e   日劇Univ8rSity   Anationale［ecb’OnicresourcebankoflearnJngmaterials   

ResourceBankofL拍rnlng  r由伽gtothoEurop餉nUnion  
MateHalsonEurope  

DrRichardHeseltine  Phone：01482465436  
ねx：01482466205   

emaiJ：R．G．He＄e）tine＠lib．hun．ac．uk   
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役割、いいかえれば教育と研究に対する支援のあり方の問い直しから始まる。わかりきったことだが、大  

学においてどのようなディジタル図書館を構成するかは、その大学の教育と研究のあり方によって決定づ  

けられる。  

一方、即座には緒論がえられない3）から5）間邁のうち、制度的に不都合のあるような問題（例えば、わ  

が国の図書館は研究開発部門を持っていない）については、現実的な対応と新規に問題を捷起する方向の  

両面で動かざるをえないだろう。しかし、最後の問題についてはこうした中間的な態度をさけるべき、重  

大な問題である。デ・モントフォート大学やテイルブルグ大学で試みているように、現状を乗り越えてい  

ける人材を育成が、ディジタル図書館に向けて不可欠だと思われる。  
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